
令和５年度 第１回 学校運営協議会報告 

門川町立草川小学校 
 

１ 日   時  令和５年６月８日（木） 
 

２ 出 席 者  委員８名、職員７名（校長・教頭・教務主任・新旧防災主任・新旧環境美化担当） 

地域学校協働活動本部推進員（黒木さん）、町教委３名 ・・・ 計１９名 
 

３ 内   容 

 ※ 委嘱状交付（３名）、町教委説明 

（１） あいさつ 【会長・校長】 

（２） 説明 「学校運営協議会の目的と役割」 【校長】 

（３） 説明・承認 「令和５年度草川小学校経営方針」 【校長】 

（４） 説明 「学校運営協議会のこれまでの取組」 【①防災（旧担当）、②美化（旧担当）、③福祉（校長）】 

（５） 協議（熟議） 「今年度の協働活動について」 

  ① 班別協議 

ア ３年間の年次計画の確認・修正 

    イ 今年度の具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 防災担当 

・ 児童が「自分たちで判断・選択できるように」を目標にやっていく。 

・ 保護者の参加が少ないため、意識を高めたい。 

 → 休日の参観日で行うのはどうか。（平日と休日に行う意義があるのではないか） 

・ 保護者や地域に周知する方法を考えるべきである。 

→ 夏頃に PTA防災委員会に働きかけを行っていく。 

・ 地域の避難訓練がマンネリ化してきている。 

 → 訓練のための訓練みたいになってきているので、参加が少ないのではないか。 

【今年度は･･･】 

◆ 保護者の意識を高めるために、日時等を随時お知らせしていく。 

 ◆ PTA防災委員会とも協力して行っていく。 

  → 夏休みに、２学期以降の訓練の流れを確認し、保護者も参加してもらうように呼びか

ける。 

 

２ 福祉担当 

・ 令和５年度の目指す地域の姿「高齢者を中心とした地域住民が、児童と交流する学校の

行事や活動があることを知る」からスタートさせたい。 

→ 年間の行事等を示したチラシ・ポスター等を作成し、回覧板や掲示板で示したり、地

区の百歳体操で呼びかけたりするとよい。 

→ 一般の高齢者も、交流する学校の行事を知ることで、「自分にも何かできるのでは･･･」

と思ってもらえるとよい。 

・ ３年後のゴールを見据えて、まず各地区の育成会と高齢者クラブがつながる必要がある。 

→ 入り口としては「ラジオ体操」を活用するのがいいので、夏休み前の地区懇談会に高

齢者クラブの方も呼んで、育成会と高齢者クラブが連携して地区ラジオ体操を計画する

とよい。そこから、敬老会等の行事へとつなげていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 全体協議 

ア 班別協議の報告と質疑 

    イ 今年度の人材活用・授業支援について 

     【校長】海の近くの学校として、子どもたちに魚をさばく体験をさせてあげたい。「草小出身の子は

魚がさばける」と言われるような伝統的な体験活動にしていきたい。 

     【横山委員（庵川漁協）】可能だと思う。 

    ウ 学校運営協議会の認知度を高めるために 

     【校長】この学校運営協議会で何を話し合っているのか、コミュニティ・スクールとは何なのかを知

っている保護者、地域住民が少ない。周知する方法はないか。 

     【委員】他の学校も同じだと思うので、町広報等で一斉に町民に知らせるのが効率的ではないか。 

     【町教委】教育課の方で、町広報を使って周知を図りたい。 

 

（６）今後の予定と閉会 

  ① 参観日等の案内 

  ② 拡大学校運営協議会の紹介 

  ③ 「かどがわ４か条」表彰候補者、「町善行児童生徒」表彰候補者の情報提供依頼 

３ 環境担当  ※主に、下校時の地域清掃活動についての振り返り 

・ 昨年度初めての取組だったが、児童にとってよい経験になったと思う。 

・ 意識がある子とない子の差はあるが、ゴミを捨てる側ではなく、拾う側になってほしい。 

・ 子どもたちへの意識付けになる活動だと思うので、今年度も継続したい。その際、地区

等をもっと巻き込んでいきたい。 

・ 地区によっては道が狭く、危険なので、遠回りになっても下校経路の変更を検討する必

要がある。 

・ 拾ったごみの回収方法を検討する必要がある。 

・ 地区ごとに、一斉清掃（６月）、クリーンアップ（１１月）という活動があるが、子ども

の参加は地区によってばらつきがある。（スポーツ少年団等で参加できない子も） 

  → 子どもの参加が増えたらうれしいが、難しそうなので、下校時地域清掃活動を年２回

実施してもいいかもしれない。 

【今年度は･･･】 

◆ 総合的な学習の時間を使って、地区の花植え活動や美化活動ができるとよい。 

 ◆ 庵川地区のように、地域と子どもたちが一緒に花植え活動などしていきたい。 

 

４ 授業支援・人材育成担当 

・ ４月から習字のボランティアに来ていただきサポートをしてもらっている。 

・ ６月末に調理実習のサポートとして、ヘルスメイトという組織のサポートを計画してい

る。調理関係のサポートのために３０名ほど在籍している。 

・ 門川町ならではの授業として、魚のさばき方を学習する機会を設けたい。 

・ 上記の３班の活動に必要な人材を地域活動推進員と協力して探していく。 


